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研究成果の概要（和文）：体型に影響を与える因子を検討した。肥満関連遺伝子は成人期の体形に影響を与えて
いないことを示した。ベイジアンネットワークによる因果関係解析の結果、子どものカウプ指数の原因は子供の
体型を親がやせていると思う強さや、親の食べ物に対する常習性の強さであった。子供の体型を親がやせている
と思う強さの原因は親自身のボディーイメージであった。親自身のボディーイメージでの原因は公的自己意識で
あり、その原因は醜形恐怖であった。親に対して認知行動療法によって公的自己意識と醜形恐怖を低くするこ
と、あるいは健康な体型に関する教育によって理想のBMIを上昇させることで、子どものやせを防ぐ可能性があ
る。

研究成果の概要（英文）：We examined factors that affect body shape. It was shown that 
obesity-related genes did not affect adult shape.As a result of causality analysis by Bayesian 
network, the cause of the Kaup index of the child was the strength that the parent thinks that the 
child's body shape is thin and the strength of the parent's habit of eating food. The cause of the 
strength that the parent thinks of the child's figure was the parent's own body image. The cause of 
the parent's own body image was public self-consciousness, and the cause was trapemy fear. There is 
a possibility to prevent the child's thinness by lowering the public self-consciousness and fear of 
form by cognitive behavioral therapy to parents or raising the ideal BMI by education about healthy 
figure.

研究分野： 給食経営管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
幼児期のやせは子供の成人期の肥満を増やし、将来の生活習慣病の罹患率を上昇させると指摘されている。子ど
ものやせを防ぐことにより、将来の生活習慣病の罹患率を減少させることが可能となる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

肥満は、過去 20 年で急激に増加しており、現在、30 歳以上の日本人男性では 3人

に 1人が肥満とされている。肥満は生活習慣病の主な原因であるが、生活習慣病によ

る死亡率は全体の約 6割に達し、総医療費の約 3割もの医療費を占めている。医療費

は、12年連続最高額を記録し続けており、本年には 40 兆円に達した。医療費削減の

ため、健康日本 21（第 2 次）では肥満者の減少を目標として掲げており、肥満予防

は喫緊の課題である。 
 
２．研究の目的 

申請者らは、幼児期の食習慣が、成人期以降の食習慣および食嗜好を強力に制御し

ていることを明らかにしてきた。そのため、幼児期の食習慣が肥満に与える影響が大き

いと考えている。一方で、咀嚼の体重との関係が報告されている。しかし、肥満になる

要因は、遺伝子型や、食べ物に対する脳の反応性、食べ物に対する心理的な執着性、養

育環境が関わっている可能性も指摘されている。そこで、本研究では、幼児期および調

査時点での食習慣、遺伝子型、食べ物に対する脳の反応性、食べ物に対する常習性、心

理的ストレス反応尺度、養育環境、咀嚼が肥満に対する因果関係をベイジアンネットワ

ーク（Bayesian Network）によって明らかにすることを目的とした。 
３．研究の方法 

大学の教職員および高齢者施設の高齢者合計 40名を対象に、肥満の原因になる

因子をベイジアンネットワークを用いて明らかにすることを目的とした。幼児期お

よび調査時点での食習慣、調査時点の食事調査、遺伝子型、食べ物に対する常習性、

養育環境、咀嚼を測定した。次に、幼児の保護者対象 80 名を対象に、体型および

心理指標を測定した。 

４．研究成果 

体型に影響を与える因子を検討した。近畿圏内の大学教職員と高齢者33名を対象と

し、肥満関連遺伝子は成人期の体形に影響を与えていないことを示した。次に近畿圏

内の幼稚園の保護者170名を対象とし、子どものやせの原因を親のやせの認識や親の心

理面から因果関係解析を用いて明らかにした。ベイジアンネットワークによる因果関

係解析の結果、子どものカウプ指数の原因は子供の体型を親がやせていると思う強さ

や、親の食べ物に対する常習性の強さであった。子供の体型を親がやせていると思う

強さの原因は親自身のボディーイメージであった。子どものカウプ指数は子どもの体

型を親がやせていると思う強さとの間に負の相関関係が認められ、食べ物に対する常

習性の強さとの間には正の相関関係が認められた。親自身のボディーイメージでの原

因は公的自己意識であり、その原因は醜形恐怖であった。相関の結果を合わせると、

子どものやせの原因は、親自身のボディーイメージ、食べ物に対する常習性が弱いこ

と、公的自己意識が高いこと、醜形恐怖が高いことであると推測できる。親に対して

認知行動療法によって公的自己意識と醜形恐怖を低くすること、あるいは健康な体型

に関する教育によって理想のBMIを上昇させることで、子どものやせを防ぐ可能性があ

る。幼児期のやせは子供の成人期の肥満を増やし、将来の生活習慣病の罹患率を上昇

させると指摘されている。子どものやせを防ぐことにより、将来の生活習慣病の罹患

率を減少させることが可能となる。 
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